
政策キーパーソンと語ろう！心が若手シリーズvol.4

「創薬力の向上により国民に最新の医薬品を迅速に
届けるための構想会議」について

2024年6月18日

内閣官房 健康・医療戦略推進室
内閣府 健康・医療戦略推進事務局

大槻 一文



Disclaimer
発表内容は個人の意見であり、組織の見解を代表するものではありません
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昨年度の骨太を受けて
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（経済財政運営と改革の基本方針 2023）

創薬力強化に向けて、革新的な医薬品、医療機器、再生医療等製品の開発強化、～（略）さらに、新規モダリ
ティへの投資や国際展開を推進するため、政府全体の司令塔機能の下で、総合的な戦略を作成する。

政府は病気の治療などに効果的な薬をつくる「創薬」の推進に向け、
首相官邸の下にある「健康・医療戦略室」の体制を強化し、司令塔の
役割を担わせる方針を固めた。進展が見込まれる医療技術や注力すべ
き創薬の分野を示し、製薬企業の研究・開発を後押しして国際競争力
の向上をめざす。複数の政府関係者が明らかにした。

専門的知識を生かして首相らに助言や情報提供を直接行う内閣官
房参与に、厚生労働副大臣や環境相を歴任した心療内科医の鴨下
一郎・元衆院議員、厚労省で医薬・生活衛生局長や医政局長を務め
た武田俊彦氏を近く任命する。健康・医療戦略室の人員を増やすこと
も検討しており、年内にも体制強化や取り組みの具体的な内容を決め
る予定だ。

健康・医療戦略室は2013年に設置され、内閣府の健康・医療戦略
推進事務局とともに認知症対策や国際保健、医療技術の研究などの
推進を図ってきた。創薬の支援事業は厚労省や経済産業省など複数
の省庁にまたがるため、健康・医療戦略室を政府全体の司令塔とするこ
とで効果的な取り組みを進めやすくする。 （朝日新聞）

＊正しくは、武田俊彦政策参与

https://www.asahi.com/articles/ASR9Q5PXQR81UTFK01D.html



創薬力構想会議の開催
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医薬品供給の安定化や、海外で使われている薬が日本で実用化されない
「ドラッグロス」の解消を目指す政府の「創薬力の向上により国民に最新の医
薬品を迅速に届けるための構想会議」が27日、首相官邸で初開催された。

終了後に記者会見した座長代理の鴨下一郎内閣官房参与は「新型コロナ
ウイルスの教訓もあり、日本の創薬力の問題を実感した。健康生命に直結す
る課題で、国民に良い薬を届けると同時に、世界での競争力を取り戻そうとい
う目的で設置した」と説明した。

村井英樹官房副長官が座長を務め、研究者や製薬企業幹部らが参加。国
民の医薬品へのアクセス確保や国の創薬力強化に向けて検討する。

日本は世界有数の創薬国といわれるが、メガファーマと呼ばれる海外大手製
薬企業との研究開発資金の差などから、近年創薬力の低下が指摘されてい
る。

内閣官房によると、会議では創薬の現状について委員から、世界で売り上げ
上位の医薬品のうち、日本企業が開発したものが年々減っているとの指摘や、
研究者やスタートアップ企業への開発支援が必要だとの意見が出た。

会議は月1回程度開催。来年春ごろに専門家の意見を取りまとめ、政府の
「骨太の方針」への反映を目指す。 （日経）

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA2777W0X21C23A2000000/
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/souyakuryoku/dai1/siryou1-1.pdf



骨太2024原案
（創薬力の強化等ヘルスケアの推進）
創薬力の向上により国民に最新の医薬品を迅速に届けるため、構想会議中間取りまとめを踏まえ、革新的医薬品
候補のＦＩＨ試験を実施できる国際競争力ある臨床試験体制の整備、臨床研究中核病院の承認要件の見直し、治
験薬・バイオ医薬品の製造体制の整備や人材の育成や確保など有望なシーズを速やかに実用化する国際水準の研
究開発環境の実現に取り組む。医療機関や企業の研究者による医療データの利活用を推進するため、個人識別性
のないゲノムデータに関する個人情報保護法上の解釈の明確化等を図る。また、官民協議会による外資系企業・
ＶＣの呼び込み等を通じアカデミアから産業界にわたる多様なプレイヤーをつなぎ、アーリーステージに新たな
研究開発資金が投じられるよう、その推進体制の整備も含め創薬エコシステムの再編成を図るとともに、大学病
院等の研究開発力の向上に向けた環境整備やＡＭＥＤの研究開発支援を通じて研究基盤を強化することで創薬力
の抜本的強化を図る。イノベーションの進展を踏まえた医療や医薬品を早期に活用できるよう民間保険の活用も
含めた保険外併用療養費制度の在り方の検討を進める。ドラッグロス等への対応やプログラム医療機器の実用化
促進に向けた薬事上の措置を検討し、2024年末までに結論を得るとともに、承認審査・相談体制の強化等を推進
する。あわせて、PMDAの海外拠点を活用した薬事規制調和の推進等に取り組む。引き続き迅速な保険収載の運
用を維持した上で、イノベーションの推進や現役世代等の保険料負担に配慮する観点から、費用対効果評価の適
用の拡大について検討する。また、休薬・減薬を含む効果的・効率的な治療に関する調査・研究を推進し、診療
のガイドラインにも反映していく。医薬品の安定的な供給を基本としつつ、後発医薬品業界の理想的な姿を見据
え、業界再編も視野に入れた構造改革を促進し、安定供給に係る法的枠組みを整備するとともに、バイオシミ
ラーの使用を促進するほか、更なるスイッチＯＴＣ化の推進等によりセルフケア・セルフメディケーションを推
進しつつ、薬剤自己負担の見直しについて引き続き検討を進める。...

（６月11日 経済財政諮問会議）
5https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/minutes/2024/0611/shiryo_01.pdf
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https://www.cas.go.
jp/jp/seisaku/souya
kuryoku/pdf/chuuka
ntorimatome_gaiyou
.pdf



戦略目標について
○ これらの認識を踏まえ、創薬力の強化を図るに際して、何のために何をやるのか、基本的な方向性を定め、戦略
目標として設定を行った。これらの戦略目標については、実際に政策が実行され成果を上げられるかが鍵となるため、
適切な成果指標（KPI）を設定した上で、継続的に達成状況を評価し施策の適切な見直しにつなげていくことが重要
である。

○ 第一に、希少疾病など患者が少なく治療薬のまだない分野に光を当てるなど、治療法を求める全ての患者の期待
に応えて最新の医薬品を速やかに届けることを目指すべきである。ドラッグ・ラグ／ドラッグ・ロスが生じている多
くの品目は、小児用医薬品や採算性が乏しい希少疾病用医薬品となっている。こうした医薬品も含め、国民に最新の
医薬品が迅速に届くための施策を進める。

○ 第二に、我が国が世界に肩を並べる創薬の地となることを目指すべきである。創薬力の向上は、国民の健康を守
るということに直結し、我が国の健康安全保障や経済安全保障の観点からも重要である。研究開発早期段階からアカ
デミアやスタートアップのシーズを育て実用化段階まで連続的な支援を行う環境・体制を日本に構築する。世界に広
く働きかけ、国内外から優れた人材や資金を集結させ、日本を、アジアをはじめとした世界の人々に貢献できる「創
薬の地」としていく。いわば、創薬における「第二の開国」を行うという戦略目標であり、世界に訴えていくべき目
標といえる。

○第三に、この研究開発の活性化が成果を生み、次世代の投資に繋がる、投資とイノベーションの循環的発展が継続
出来る社会システムを目指すべきである。アカデミアにおける研究環境と若手研究者などの人材育成によりスター・
サイエンティストを生み出し、それを核として、医薬品産業構造の改革、投資環境の整備による資金の集中と再投資
への好循環を図るべきである。また、それとともに、イノベーションの振興を図りつつも既に汎用化した技術はセル
フケアへの位置付けも考慮するなど、メリハリのついた施策を中長期的視点で進める必要がある。 7

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/souyakuryoku/pdf/chuukantorimatome.pdf
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